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   For the clinical investigations on the pituitary-adrenocortical system of the patients 
with urogenital tumor, eosinophilic eukocyte count in the peripheral blood and Thorn test 
with epinephrine and ACTH-Z were carried out. 
   1. Circulating  eosinophils  : The control group of 25 adults, all older than 45, gave the 
counts of 57-583 per mm3, mostly 100-300. In 29 patients with hyperplasia and one with 
sarcoma of the prostate, osinophilic count was larger than that of 17 patients with carci-
noma of the prostate. The former was 273 per mm3 and the latter 121 per mm3 in their 
average. But there was no remarkable variation oted among other kinds of tumors. 
Administration f sex hormones raised the count, while castration brought i s fall with 
initial rise. Antineoplastic agents induced no remarkable changes. 
   2. Simultaneous Thorn test with  epinephrine: The control group of 21 adults howed 
eosinophils percent fall of 39-70%.  In 10 cases with carcinoma of the prostate he percent 
fall was within 30% except for two cases; on the other hand, 21 of 26 prostatic hypertrophy 
showed the fall more than 30%. Sex hormones reduced the falling rate, but cortisone gave 
no remarkable change after the administration of short duration i  small dosage. 
   3. Thorn test with  ACTH-Z  : The results were almost same as Thorntest with epine-
phrine.
　 尿路腫瘍 の発生 機転 に関 しては,性 に よる発
生頻度 の差等 と共 に,古 くより幾 つか の仮 説が
あ り,他 方内分 泌臓 器 との関係,例 えば去 勢を
行 つた もの には殆 ん ど121)前立腺癌 の発生 がな
い13)といつた事 も知 られ て来 た し,Steiner127》
が人間 の全 腫瘍 の25%は直接 ホルモ ソと関係 し
ている と述 べ てい る事 も興味 あ る事 実で あ り,
ステ ロイ ドホルモソの平衡失調 が発 癌に対 し何























明らかに し得 る検査法は現在の所確立 されてい
ない.こ の意味よりしてなるべ く多 くの面より
検査を行 う様心がけるべきであり,先づ今回は






































































が,早 朝に多 く,午 前に減少,午 後より夜間にかけ
て増加するというのが一般に認められてい る所 で あ
り18・23・4T・68・1。O,108・147)田多井1SS)は睡眠が夜間の末梢血













球数の急落期にあた り意味がないとした,し か し 岡
綺§跨は午前9時,午 後 三時でもたいした支障のないこ
とを認めている.私 はThornの方法134)に従つて午





















































対 照 対 照 前罐臭前立腺前藍豪前壼腺 騰航癌 謄胱癌賢謄瘍睾丸腫瘍
ξ ♀ 珊 失 癌 肉罐 炎 お¥・
前立腺肥大症に比し少いものが多く前立腺肥大症の29





















































































































































































































































外に少 く1fi5》,今迄の多 くの報告から尿路腫瘍,な か
んずく前立腺癌の発生には下垂体副腎皮質系機能と何
らかの関係がある事が推定されてお り,エピネフ リン






















































一80 K ・1減 冨.
対照 対照 前立腺前立腺前立腺前立腺醗胱癌膀貌癌弩胆瘍響丸踵瘍











































































































































































































対照 前立腺 前立腺 前立腺 筋胱癌膀蹴癌 腎腫瘍
















































く1)'末檎 麺中婦酸球数の蕉常値 は45才以上 の
男女25例でみ ると57～583/mm31を示 し,多 く
捻10愈～3◎/rnM3であつ た.
(2)前立腺腫蕩についてみ るとその末梢 血中
好酸球数は癌 の場合17例で み る と 平 均121/
mm§(26～582/Mm3)と,総大症 の場 合の29
例 の平均273/mrn3(36～805/mms)に比 して
少 い値 を承 した.
③ 女性ホルモ ン投 与を行つた前立腺肥大症
4例,前 立腺癌6例 等12例についてみ ると何れ
の場 合淀おいて も増加の類 海を示 し,1ケ 月位
す ると減少 し始め正常値 に近 くなつた.又 男性
ホルモ ン投与 に よつて も嗣様の傾向 が み ら れ
た.去 勢に よつては まず増 加がみ られ,つ い で
減少す る傾向がみ られた.こ れ らの処置 による
各種尿 路腫 瘍の間におけ る反応上の蓬異は 弱ら
かでなかつた.
㈲ 抗腫瘍剤 の投 与に よつて末禰 血申好酸球
数 の減少 がみ られた.
(B)晶 ピネフ リンによるThornTest
(ヱ)1,000倍エ ピネフ リ ン0.3cc注に よ る
'lhornTestを 施行 した結果 は,44才 よ り70
才 に及 ぶ21例でみ ると一39--76%の減 少率 を
示 していた.
〈2)蔑立腺癌10劔,前 立腺肥大症26倒の成 績
は一30%以上 の減少を示 したものはそれ ぞれ癌
では2例(20%),肥 大症 では2携(8倉.80/o)
であ り,両 群の間に有意の蕊 を認 めた.前 立腺
肉腫 では正 常の反応を示 した.
③ 女{生ホルモン投与 紅 よりそ の減少率は低
下 の傾 向を認め得た.男 性 ホル モソ投与 によつ
ても簿様 の傾 向がみ られたがそ の変化は軽度 で
あつた.nn一 チ ゾン投与 による場合50mg/日




を施行 した結果は癌年令の18例でみ ると 一42-一一
一82%の減 少を示 した .
〈2>尿路 腫瘍 特に離立臓癌 彪び江前立賑 肥大



































































33)藤 沢,吉 村,那 須 二北 海 道 医 誌,2879,
1953.
34)福 嚴ヨ,八 村:R生 理 会 講,14,198,1§52.

























繋)島 原=鶏 新 麺ミ学,40:574,1953 .
49)Harris&Groot:Fed.Proc.,9:5ア,1950.








54)平 林,内 藤,森 田,関 野,清 水,菱 田.舞 内
分 泌 会 誌,28=203,.X952.
55)乎 木,須 賀:東 京 医 事 新 誌,70:257,1953.








62)井_{二:東 邦 医 誌,7:28{},1960。
63)石 原,飯 田,石 垣:日 内 分 泌 会 誌,29=212,
1953、





67)勝 沼:日 内 科 会 誌,23:1,1935.






72)小 林,青 木=千 葉 医 金 誌,27:29,1951.
73)小 堀,平 出,宇 野,鳴 海:内 分 泌 の つ ど い,







































96)二 本 杉,金 谷,植 田:博 愛 医 学,6:28,
1953.
97)岡 崎;内 科 宝 函,7=5,1959.
98)沖 中=最 新 医 学,7;979,1952.






















112)佐 伯=日 内 分 泌 会 誌,33:614,1957,























128)鈴 木=東 京 衛 生 局 会 誌,14:55,1954.
129)竹 村=新 潟 医 会 誌,70:487,1956 .
130)竹 内,高 原,清 藤:北 海 道 産 婦 会 誌,5=87,
1954.
131)田 多 井=老 年 病,3:144,1959.
132)田 多 井,森:日 生 理 会 誌,12:373,1950.


















140)鳥 居:最 新 医 学,8;999,1953.











147)脇 坂,西 川,松 岡:日 衛 生 会 誌,832.
1953.
148)渡 辺=綜 合 医 学,11・468,1954.
149)渡 辺:日 公 衛 会 誌,6:430,1959,








154)屋 形:新 潟 医 会 誌,68:145,1954.
155)山 下=日 泌 尿 会 誌,51=1045,1960.
156)八 村:日 生 理 会 誌,16:525,1954.
血管収縮作用 をもち
作 用持 続 時間の長 い
新 局 所 麻 酔 剤
一1⑨ ◎
、
カル ポ カ,イシ 多主、;" .な3ン・、
本 剤 は ス エ ー デ ン ーボ フ オー ス ノー ベ ル クル ー ト社
提携 品 で 、同 社 研究 所 に 於 て 、12力年 の熊 月 を 費 し て
完 成 きれ た新 笥所 麻 酔 剤 で ある。
【特 長】1.本 剤 は それ 自体 げ且管収 縮 作用 を もつ 。
2。作 弔発 現 が速 か で.目.つ持 続 時 間 力 長い 。
3.急性 毒性 が少 く忍 容 量 が 大 で 、紐 織 を損 傷 しな い。
4。麻 酔 成 功 率 か.極め て高 い 。
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